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ｕｍｐ： ＳＪ， Ｃｏｕｎｔｅｒ Ｍｏｖｅｍｅｎｔ Ｊｕｍｐ： ＣＭＪ， Ｒｅｂｏｕｎｄ Ｊｕｍｐ： ＲＪ， Ａｎｋｌｅ ｒｅｂｏｕｎｄ Ｊｕｍｐ： Ａ
Ｊ）を行わせ，それらの値と研究課題１－２で取得した１歩ごとの加速度との関係を検討した．その結果，ＳＪとＣＭＪ
の跳躍高は５歩目から１５歩目まで，ＡＪのインデックスは１４歩目から１９歩目まで，加速度との間に有意な正の相
関があった．これらの結果から，第２加速区間ではＳＪやＣＭＪに代表される下肢全体による大きな伸展力－パワー
の発揮能力，第３加速区間ではＡＪに代表される足関節の底屈による反動的な力－パワーの発揮能力が体力特
性として加速能力向上に重要であることが明らかになった． 
研究課題３－２では，２１名の男子短距離選手について，身体各部分（身長，肩峰高，大腿長，下腿長，足長，
前足長，後足長，足趾長，前足後足長比）の長さを計測した．そして，それらの値と研究課題１－２で取得した１
歩ごとの加速度との関係について検討した．その結果，第２加速区間において，足長，前足長，足趾長と加速度
との間に有意な正の相関があり，第３加速区間において前足長，前足後足長比と加速度との間に有意な正の相
関があった．これらのことから，足長，前足長，足趾長が長いことは第２加速区間における加速に有利であり，前
足長が長いこと，前足後足長比が高いことは第３加速区間において加速に有利な形態的特性であることがわかっ
た． 
 本研究の結果から，１００ｍ走のパフォーマンス向上に取り組む場合，加速局面が３つに区分されることを理解し，
それぞれの区間において効果的に加速できるように，ステップ長やステップ頻度への意識を変化させるとともに，
重要となる動作や姿勢を参考として高い最高速度に達することができる効果的な加速を養成することが有効と考
えられる．また，加速区間ごとに必要な体力特性が異なることを認識し，改善すべき加速区間に即したトレーニン
グ手段を選択する必要がある．形態的特徴（部分長）を変えることは容易ではないが，本研究で加速能力に対し
て重要性が示された長い足長などの特徴はソールの固いスパイクを使用するといった策を講じることで対応でき
る可能性がある．これらのことから，本研究で明らかとなった知見は，レースの組み立てやトレーニングの方向性を
決定する際の一助となろう． 
 
 
 
